
こ
れ
に
よ
り
衣
師
団
の
陰
睾
馬
は
も
ち
ろ
ん
北
支
軍
に
も
知

れ
て
衣
師
団
外
の
部
隊
か
ら
の
依
頼
も
あ
り
、

合
わ
せ
て
十
五
、

六
頭
の
手
術
を
行
い
、
全
頭
成
功
し
て
戦
力
の
増
強
に
役
立
っ

た
。

そ

の

五

衣
師
団
の
通
信
隊
、
病
馬
廠
は
済
南
の
郊
外
に
あ
り
、
隣
接

し
て
隼
航
空
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。

昭
和
十
九
年
暮
ご
ろ
よ
り
米
軍
機
（
Ｐ51

）
の
襲
撃
が
始
ま

り
、
航
空
機
、
鉄
道
、
列
車
を
目
標
に
逐
次
そ
の
回
数
が
増
し

て
き
た
。
ま
た
、
Ｂ29

が
済
南
上
空
を
通
っ
て
北
九
州
、
満
州

の
鞍
山
等
の
工
業
地
帯
の
爆
撃
を
行
っ
た
が
、

今
日
は
九
州
か
、

満
州
か
、
済
南
上
空
の
飛
行
方
向
で
判
断
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
況
に
な
り
、
通
信
隊
、
病
馬
廠
の
馬
を
守
る

た
め
、
防
空
壕
の
掘
削
が
始
ま
っ
た
。
壕
は
深
さ
二
メ
ー
ト
ル

以
上
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
七
、
八
十
頭
分

が
必
要
だ
っ
た
。
毎
日
、
地
元
の
苦
力
を
四
、
五
十
名
雇
用
し

て
行
っ
た
が
、
運
搬
車
両
は
莚
の
モ
ッ
コ
を
担
ぐ
手
段
で
能
率

は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
午
後
に
な
る
と
苦
力
が
腹
が
減

っ
て
土
砂
が
運
べ
な
い
と
い
う
始
末
で
、
叱
ろ
う
が
、
叩
こ
う

が
、
一
向
に
効
果
が
な
い
。
そ
こ
で
馬
糧
の
高
梁
を
失
敬
し
て

粉
に
さ
せ
、
饅
頭
を
作
っ
て
午
後
支
給
し
工
事
を
急
が
せ
た
。

出
来
上
が
っ
て
か
ら
五
、
六
回
の
空
襲
を
受
け
、
廠
長
以
下

全
員
で
退
避
し
た
が
、
米
機
の
目
標
は
馬
で
な
く
損
害
は
な
か

っ
た
。

昭
和
二
十
年
春
に
は
隼
航
空
隊
の
戦
闘
機
も
何
処
に
か
転
戦

し
姿
は
な
く
、
米
軍
機
の
な
す
が
ま
ま
の
よ
う
だ
っ
た
。

日
支
事
変
・
出
征
従
軍
記
録
　 

大
阪
府
　
若
杉
米
一
　 

昭
和
十
四
年
八
月
三
十
日
午
後
十
一
時
三
十
分
こ
ろ
「
電
報
、

電
報
」
と
呼
ぶ
声
に
て
目
を
覚
ま
す
。
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
と
、
表
に
出
て
見
る
と
、
富
山
か
ら
の
電
報
で
す
と
手
渡
さ

れ
、
局
員
の
方
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
と
い
わ
れ
、
は
っ
と
召

集
だ
と
思
っ
た
。
局
員
の
方
に
「
御
苦
労
様
」
と
言
っ
て
受
け

取
る
。

「
ヨ
ネ
イ
チ
　
シ
ョ
ウ
シ
ュ
ウ
　
ガ
　
キ
タ
　
ス
グ
カ
ヘ
レ



イ
サ
ク
　
ヘ
ン
マ
ツ
」

召
集
日
は
、
昭
和
十
四
年
九
月
二
日
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
時
、
村
役
場
の
火
の
見
櫓
の
鐘
が
鳴
り
、
火
事
だ
と
、

飛
び
出
し
て
見
る
と
火
事
の
方
向
が
分
か
ら
な
い
。

家
に
帰
り
召
集
令
状
を
持
ち
、
近
所
に
住
む
妻
の
姉
、
高
田

コ
ハ
ル
さ
ん
宅
に
知
ら
せ
に
行
っ
て
く
る
と
、
出
か
け
る
。
義

姉
に
報
告
し
て
い
る
所
へ
、
妻
の
父
、
原
信
吉
が
報
を
知
り
来

る
。
九
月
二
日
に
入
隊
、
八
月
三
十
一
日
午
後
出
発
す
る
と
告

げ
帰
宅
。

早
朝
よ
り
手
分
け
を
し
、
富
山
に
電
報
を
打
つ
者
、
身
支
度

す
る
者
、
等
々
。
自
分
は
仲
人
の
北
山
助
蔵
氏
に
電
話
連
絡
す

る
。
そ
の
足
で
会
社
に
行
き
、
報
告
し
帰
宅
。
身
内
全
員
で
昼

食
を
と
り
、
十
四
時
頃
、
旧
南
島
泉
の
人
達
の
見
送
り
を
受
け

出
発
。
高
鷲
駅
前
に
て
見
送
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
敬
礼

し
、「
本
日
お
忙
し
い
中
、

わ
ざ
わ
ざ
御
見
送
り
下
さ
い
ま
し
て
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
家
に
は
妻
や
子
供
を
残
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
分
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
で
は
行
っ
て
参
り

ま
す
」
と
礼
を
述
べ
た
。

ホ
ー
ム
に
阿
倍
野
橋
行
き
電
車
が
入
っ
て
来
る
。「
バ
ン
ザ

イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
の
声
を
後
に
発
車
。
車
内
で
は
、
交
番
所
の

安
浦
氏
も
見
送
り
の
た
め
乗
車
、
阿
倍
野
橋
駅
ま
で
送
っ
て
も

ら
う
。
嬉
し
か
っ
た
。

途
中
、
淀
屋
橋
で
下
車
、
勤
め
先
に
挨
拶
を
し
、
社
長
始
め

社
員
一
同
の
方
々
も
大
阪
駅
ま
で
轟
く
ほ
ど
の
声
で
「
バ
ン
ザ

イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
道
行
く
人
達
も
「
バ
ン
ザ
イ
」
と
見
送
っ
て

下
さ
る
。

「
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
」
の
声
を
背
に
、
大
阪
を
発
ち
、

妻
、
子
供
と
一
路
故
郷
へ
と
向
か
う
。
京
都
、
大
津
か
ら
も
金

沢
連
隊
に
入
隊
す
る
召
集
兵
が
乗
り
込
ん
で
く
る
。
早
朝
、
富

山
大
門
に
着
く
。
布
目
沢
の
実
家
で
は
、
母
、
兄
始
め
一
同
が

迎
え
て
く
れ
る
。

夜
、
村
の
会
場
に
て
送
別
会
。
帰
宅
後
、
子
供
達
と
一
夜
を
、

母
と
兄
が
私
を
呼
び
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
母
が
私
に
曰
く
「
戦

場
へ
行
っ
た
ら
国
の
た
め
死
ね
。
捕
虜
に
な
る
な
。
な
っ
た
ら

舌
を
■
み
死
ね
」
と
言
わ
れ
、
私
は
日
本
国
の
た
め
死
ぬ
こ
と

を
覚
悟
す
る
。

翌
日
、
母
校
の
櫛
田
小
学
校
へ
、
在
校
生
一
同
、
音
楽
隊
の

バ
ン
ザ
イ
三
唱
で
大
門
駅
に
向
か
う
。
母
と
固
い
握
手
を
し
、



兄
、
妻
、
子
供
達
と
汽
車
に
乗
り
込
む
。
途
中
、
高
岡
駅
で
も

島
谷
タ
ケ
コ
、
ス
ミ
コ
が
見
送
り
に
来
て
く
れ
て
い
た
。
嬉
し

か
っ
た
。

目
的
地
、
金
沢
駅
に
。
金
沢
第
九
連
隊
前
、
妻
と
子
供
に
別

れ
を
惜
し
み
、
敬
礼
を
し
な
が
ら
営
門
を
潜
る
。

（
入
隊
後
兵
站
自
動
車
二
百
七
十
二
中
隊
に
編
入
）

兵
站
自
動
車
二
百
七
十
二
中
隊
は
清
水
中
隊
盛
田
小
隊
川
田

第
二
分
隊
に
編
入
、
冬
の
軍
服
に
着
替
え
る
。
分
隊
長
は
川
田

伍
長
。
一
二
一
号
車
、
井
畑
一
等
兵
、
森
二
等
兵
。
一
二
二
号

車
、
木
倉
一
等
兵
、
松
尾
二
等
兵
。
一
二
三
号
車
、
加
志
摩
一

等
兵
、
若
杉
二
等
兵
。
一
二
四
号
車
、
吹
田
二
等
兵
、
屋
堂
二

等
兵
に
な
る
。

初
日
、
九
時
消
灯
ラ
ッ
パ
、
井
畑
一
等
兵
が
「
シ
ン
ペ
イ
サ

ン
・
カ
ワ
イ
イ
ワ
ネ
・
マ
タ
ネ
テ
・
ナ
ク
ノ
カ
ネ
」
と
歌
っ
て

い
る
。
そ
の
内
、
疲
れ
て
眠
っ
て
し
ま
い
起
床
ラ
ッ
パ
で
目
覚

め
る
。
営
門
点
呼
。
朝
食
の
前
に
川
田
分
隊
長
よ
り
、「
皆
と
、

当
分
隊
で
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
思
う
。

自
分
は
、

機
械
の
こ
と
、
ま
し
て
や
運
転
も
出
来
な
い
が
、
力
を
合
わ
せ

て
大
日
本
国
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
が
あ
る
。

そ
の
日
は
、
背
■
に
入
れ
る
品
物
の
配
給
が
あ
り
、
一
日
を
過

ご
す
。

翌
日
か
ら
、
来
る
日
も
、
来
る
日
も
、
初
年
兵
訓
練
が
続
く
。

自
動
車
の
手
入
れ
の
た
め
、
練
兵
場
に
向
か
う
。
作
業
終
了
後
、

営
門
前
ま
で
来
る
と
、
大
勢
の
人
が
面
会
に
来
て
い
た
。
そ
の

中
に
妻
と
子
供
が
、
手
を
振
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
帰
阪
す

る
途
中
、
会
い
に
来
た
と
の
こ
と
、
十
分
話
も
で
き
ず
営
門
に

入
る
。

九
月
十
日
面
会
日
。
妻
と
子
供
、
義
父
、
母
と
兄
来
て
く
れ

る
。
九
月
十
三
日
動
員
完
結
。
九
月
十
六
日
屯
営
を
出
て
九
時

営
庭
に
集
合
。
部
隊
長
、
隊
員
、
金
沢
市
民
の
打
ち
振
る
日
の

丸
、
バ
ン
ザ
イ
、
バ
ン
ザ
イ
の
見
送
り
。
冬
軍
服
の
た
め
暑
く

汗
が
流
れ
る
。
金
沢
駅
に
向
か
っ
て
行
軍
中
前
方
に
「
若
杉
米

一
出
征
」
と
書
か
れ
た
旗
を
見
る
。
兄
で
あ
る
。
母
、
家
族
の

こ
と
を
頼
み
大
阪
駅
十
時
頃
通
過
と
電
報
を
頼
む
。
広
島
に
向

け
出
発
。
福
井
駅
で
は
市
内
工
場
の
女
子
青
年
団
の
見
送
り
。

大
阪
駅
五
分
停
車
。
義
父
、
義
姉
、
妻
と
子
供
達
、
北
山
氏
が

来
て
く
れ
て
い
た
。
翌
朝
広
島
駅
着
。
九
月
十
八
日
正
午
乗
船

す
る
と
の
こ
と
、
こ
れ
が
日
本
と
の
別
れ
か
と
心
細
く
な
る
。



十
四
時
三
十
分
乗
船
始
ま
る
。
そ
の
時
、
大
き
な
バ
ン
ザ
イ

の
声
、
声
、
も
う
二
度
と
こ
の
地
に
歩
い
て
は
帰
る
こ
と
が
出

来
ぬ
か
と
万
感
胸
に
込
み
上
げ
、
目
頭
が
熱
く
な
る
。
見
送
っ

て
い
た
だ
い
た
方
々
に
「
有
難
う
、
国
の
た
め
元
気
で
戦
っ
て

来
ま
す
」
と
乗
船
す
る
。「
板
屋
丸
」
に
全
員
乗
船
、
宇
治
港

出
帆
。

瀬
戸
内
海
を
南
下
、
経
路
、
島
々
で
は
大
き
な
日
の
丸
を
振

り
見
送
り
を
受
け
る
。
玄
界
灘
を
航
海
、
左
側
は
一
面
草
色
の

海
、
右
側
は
朝
鮮
半
島
が
、
北
の
方
向
に
向
か
っ
て
玄
界
灘
を

無
事
通
過
。
九
月
二
十
二
日
大
連
港
入
港
、
上
陸
。
同
日
関
東

軍
司
令
官
の
隷
下
に
入
る
。

同
日
よ
り
本
隊
は
大
連
柳
町
通
り
の
民
家
に
泊
ま
る
。
出
発

ま
で
毎
日
初
年
兵
訓
練
が
続
く
。
二
百
三
高
地
へ
も
訓
練
に
行

く
。
青
い
林
檎
の
木
の
下
で
の
食
事
、
初
め
て
見
る
ホ
ロ
馬
車
、

汽
車
の
鐘
の
音
（
汽
車
の
事
を
＝
火
車
＝
ホ
ウ
シ
ャ
と
呼
ぶ
）

多
々
珍
し
い
も
の
ば
か
り
。
そ
れ
も
束
の
間
の
休
息
。
中
隊
長

が
命
令
受
領
の
た
め
奉
天
へ
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
も
話
が
つ
き

ほ
っ
と
す
る
。
清
水
中
隊
長
来
隊
さ
れ
、
本
隊
は
北
支
に
。
十
月

二
日
大
連
国
防
婦
人
会
の
見
送
り
を
受
け
屯
営
を
後
に
す
る
。

満
支
国
境
山
海
関
通
過
、
同
日
北
支
那
方
面
軍
司
令
官
の
隷
下

に
入
る
。

保
定
駅
通
過
、
途
中
軍
用
列
車
と
す
れ
違
う
。
こ
の
列
車
に

義
兄
高
田
利
三
郎
伍
長
が
内
地
帰
還
の
た
め
乗
車
し
て
い
た
と

後
で
聞
く
。
列
車
着
く
、
何
事
も
な
く
無
事
邯
鄲
駅
に
到
着
、

本
隊
と
合
流
、
邯
鄲
城
当
地
区
警
備
を
す
る
。
そ
の
後
、
金
沢

第
百
九
師
団
に
派
遣
に
な
り
、
路
安
作
戦
に
参
加
す
る
。
邯
鄲

城
を
後
に
、
数
時
間
後
路
城
に
到
着
、
大
休
止
に
な
り
当
地
区

警
備
を
し
て
い
る
部
隊
は
金
沢
九
連
隊
と
知
る
。
出
発
の
際
、

兄
よ
り
北
支
な
ら
同
級
生
の
大
角
君
が
金
沢
九
連
隊
に
配
属
さ

れ
て
い
る
か
ら
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
会
え
る
か
と
騎
兵
隊
に

聞
く
と
属
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
連
絡
を
と
り
再
会
す
る
。
嬉

し
か
っ
た
。
北
支
山
西
省
で
同
郷
の
友
に
会
え
る
と
は
不
思
議

な
く
ら
い
で
あ
る
。
共
に
路
安
作
戦
に
参
加
す
る
と
は
、
互
い

に
元
気
に
国
の
た
め
に
戦
か
お
う
と
い
っ
て
別
れ
る
。
そ
し
て

部
隊
は
北
進
を
続
け
た
。

凍
り
つ
い
た
河
を
渡
り
夜
間
行
動
中
、
内
地
出
発
以
来
初
め

て
の
敵
兵
と
激
戦
、
自
動
車
を
反
転
さ
せ
銃
を
構
え
初
め
て
の

戦
闘
で
髪
の
毛
は
一
本
、
一
本
立
ち
、
冷
や
汗
が
。
そ
の
時
、



自
分
は
車
よ
り
ビ
ー
ル
を
持
ち
出
し
ド
ア
で
叩
き
栓
を
抜
き
一

気
に
呑
み
、
そ
の
勢
い
で
立
ち
向
か
う
。
だ
が
敵
の
砲
撃
、
小

銃
攻
撃
も
な
か
な
か
止
ま
ず
。
数
時
間
後
、
敵
側
近
く
で
爆
発

す
る
。
一
〇
九
連
隊
騎
兵
隊
が
応
援
に
来
て
く
れ
数
分
後
撃
退

す
る
こ
と
が
出
来
ホ
ッ
と
す
る
。
そ
の
夜
は
後
方
に
下
が
り
支

那
人
の
家
の
オ
ン
ド
ル
で
暖
を
と
り
一
泊
す
る
。

明
け
方
前
線
へ
向
か
っ
て
出
発
、
先
発
の
本
隊
、
自
分
た
ち

の
小
隊
も
路
安
城
へ
と
行
動
す
。
戦
闘
部
隊
一
三
五
連
隊
、
一

〇
九
連
隊
と
合
流
、
敵
兵
八
路
軍
を
撃
退
す
る
。
盛
田
第
一
小

隊
、
川
田
分
隊
は
後
方
よ
り
食
糧
、
弾
薬
の
輸
送
、
帰
路
は
負

傷
兵
を
野
戦
病
院
へ
輸
送
に
邁
進
す
。
路
安
城
に
入
城
警
備
。

そ
の
後
、
清
水
自
動
車
隊
は
、
必
縣
城
方
面
に
後
退
す
る
途
中
、

路
安
城
一
〇
九
師
団
と
交
代
す
る
二
十
師
団
と
会
う
。
清
水
自

動
車
隊
、
必
縣
城
に
駐
屯
し
ナ
ン
カ
ン
チ
ン
よ
り
路
安
城
の
二

十
師
団
に
食
糧
弾
薬
の
輸
送
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
松
原
自
動

車
中
隊
交
代
清
水
自
動
車
三
一
連
隊
竹
田
連
隊
に
派
遣
に
な

る
。
必
縣
城
を
出
発
十
一
月
中
頃
だ
と
い
う
の
に
霜
が
お
り
吐

く
息
で
防
寒
帽
に
つ
ら
ら
が
下
が
る
真
っ
白
な
雪
道
を
ナ
ン
カ

ン
チ
ン
分
水
嶺
を
通
り
数
日
後
太
谷
城
に
到
着
、
閻
錫
山
の
民

家
で
一
泊
す
る
。

早
朝
、
列
車
に
車
両
を
積
込
み
出
発
す
、
十
二
月
三
十
日
運

城
駅
到
着
、
同
日
一
等
兵
に
、
加
志
摩
一
等
兵
は
上
等
兵
に
な

る
。
数
日
間
運
城
に
て
駅
前
駐
屯
警
備
に
あ
た
る
。
新
年
を
迎

え
る
。
そ
の
後
、
盛
田
小
隊
は
清
水
中
隊
と
別
れ
必
縣
に
駐
屯

し
て
い
る
三
一
連
隊
竹
田
連
隊
に
到
着
後
、
第
三
大
隊
広
瀬
隊

に
派
遣
に
な
る
。
川
田
分
隊
は
、
同
日
夜
、
行
軍
に
よ
り
歩
兵

一
個
小
隊
を
乗
せ
出
発
、
当
中
満
線
付
近
に
敵
兵
が
い
る
と
の

こ
と
。
戦
闘
隊
体
勢
に
て
出
発
、
数
時
間
後
、
敵
兵
と
遭
遇
銃

撃
戦
を
展
開
敵
兵
を
撃
退
、

夜
も
し
ら
じ
ら
と
明
け
る
頃
朝
食
、

数
時
間
後
、
河
必
縣
に
向
か
っ
て
出
発
、
途
中
敵
兵
に
も
会
わ

ず
無
事
フ
ン
ガ
橋
を
渡
り
河
必
縣
に
到
着
。
数
日
間
、
河
必
縣

本
隊
よ
り
、
毎
日
広
瀬
隊
、
第
二
中
隊
の
駐
屯
し
て
い
る
コ
ン

チ
及
び
第
三
中
隊
の
い
る
マ
ン
セ
ン
の
部
隊
に
食
糧
、
弾
薬
を

輸
送
、
夜
間
、
敵
兵
に
通
信
電
話
線
を
切
断
さ
れ
る
。
高
木
上

等
兵
他
十
五
名
警
備
兵
一
個
分
隊
を
乗
せ
修
理
に
行
く
。

途
中
地
雷
が
伏
せ
て
あ
る
の
で
前
方
を
注
意
し
な
が
ら
行

動
、
電
柱
を
修
理
中
、
我
々
は
、
敵
兵
の
警
備
に
つ
く
。
修
理

が
終
わ
り
、
中
本
一
等
兵
が
電
柱
よ
り
飛
び
降
り
た
所
に
地
雷



が
伏
せ
て
あ
り
爆
発
戦
死
す
る
。

死
体
を
乗
せ
広
瀬
隊
本
部
に
。

今
夜
何
事
も
な
け
れ
ば
よ
い
が
と
語
ら
い
支
那
人
の
民
家
に

休
む
。
十
二
時
三
十
分
、
非
常
招
集
ラ
ッ
パ
で
目
を
覚
ま
す
。

本
部
前
に
集
合
、
広
瀬
隊
長
の
命
令
に
よ
り
ブ
ン
キ
城
に
駐
屯

し
て
い
る
部
隊
が
敵
兵
に
包
囲
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

る
。
兵
隊
を
乗
せ
応
援
に
行
く
。
夜
間
の
た
め
、
ラ
イ
ト
を
消

し
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
目
印
に
。
途
中
、
コ
ー
バ
チ
ン
も
通
り
行

く
こ
と
数
時
間
、
前
車
、
広
瀬
隊
の
二
輪
目
故
障
の
た
め
停
止
、

修
理
中
、
自
分
は
眠
い
の
で
加
志
摩
上
等
兵
に
前
の
修
理
が
終

わ
る
ま
で
見
て
い
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
ハ
ン
ド
ル
に
も
た
れ
、

ウ
ツ
ラ
、
ウ
ツ
ラ
。
目
を
覚
ま
す
と
加
志
摩
上
等
兵
が
横
で
寝

て
い
る
。
び
っ
く
り
し
て
、
前
を
見
る
と
車
が
無
い
。
後
方
を

見
る
と
同
じ
よ
う
に
眠
っ
て
い
る
。
び
っ
く
り
し
て
警
笛
を
鳴

ら
し
発
車
す
る
。
数
分
後
、
前
部
隊
の
後
に
着
き
ホ
ッ
と
す
る
。

加
志
摩
上
等
兵
が
分
隊
長
に
パ
ン
ク
し
て
い
た
と
報
告
す
。

後
で
敵
に
会
わ
ず
ホ
ッ
と
す
る
。
数
時
間
後
、
砲
撃
が
始
ま
り

敵
兵
と
銃
撃
戦
が
展
開
さ
れ
、
数
時
間
後
、
ブ
ン
キ
城
に
入
城

す
る
。
一
個
中
隊
と
警
備
隊
が
全
部
全
滅
し
て
い
た
城
壁
に
、

白
い
ペ
ン
キ
で
、「
リ
ョ
ー
マ
ツ
、
ダ
ン
ヤ
ク
、
ツ
キ
タ
ル
モ

イ
ヌ
マ
ダ
オ
オ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
戦
友
一
同
、
戦
死
者

の
霊
を
祈
る
。
広
瀬
大
隊
よ
り
一
個
中
隊
が
駐
屯
し
て
警
備
に

つ
く
こ
と
に
な
る
。

広
瀬
大
隊
は
ブ
ン
キ
城
を
出
発
、
河
必
縣
に
来
隊
す
る
。
数

日
後
、
休
養
を
と
る
こ
と
に
な
り
ホ
ッ
と
す
る
。
だ
が
、
○
○

日
よ
り
中
條
山
脈
の
作
戦
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。
自

分
達
の
分
隊
で
は
知
る
よ
し
も
無
く
、
呑
気
に
朝
か
ら
憲
兵
隊

に
行
き
、
近
藤
隊
長
、
加
志
摩
上
等
兵
と
自
分
と
三
人
で
、
コ

ウ
ガ
ワ
の
近
く
で
十
一
時
三
十
分
頃
支
那
馬
を
降
り
て
ツ
ル
打

ち
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

敵
兵
側
よ
り
銃
撃
を
受
け
、

す
ぐ
馬
に
飛
び
乗
り
後
方
に
さ
が
る
。
ホ
ッ
と
す
る
。

憲
兵
隊
近
藤
隊
軍
曹
が
支
那
人
の
多
く
い
る
石
炭
集
積
所
に

行
か
れ
た
と
思
い
、
待
つ
こ
と
数
分
、
ス
パ
イ
一
人
取
り
押
さ

え
、
河
必
縣
の
憲
兵
隊
に
連
行
す
る
。
憲
兵
隊
に
て
御
馳
走
に

な
り
、
広
瀬
隊
長
命
令
に
よ
り
加
志
摩
上
等
兵
と
本
部
に
来
隊

す
る
。
監
普
城
内
の
歩
兵
、
竹
田
三
一
連
隊
長
に
報
告
。
後
、

監
普
城
内
の
警
備
に
就
く
。
そ
の
う
ち
、
中
條
山
脈
の
作
戦
が

あ
る
の
で
車
両
の
手
入
れ
を
す
る
。

○
日
し
て
中
條
山
脈
の
作
戦
が
始
ま
り
盛
田
小
隊
は
歩
兵
を



乗
せ
出
発
。
一
二
三
号
車
の
加
志
摩
上
等
兵
と
自
分
は
中
島
第

一
分
隊
に
派
遣
に
な
り
、
浦
州
城
内
に
直
行
、
自
分
達
の
任
務

は
コ
オ
ガ
ハ
方
面
に
退
去
し
て
い
る
支
那
兵
八
路
軍
の
閉
め
出

し
任
務
に
就
く
。
数
時
間
後
、
山
の
中
腹
に
て
待
機
す
る
こ
と

数
分
、
午
後
七
時
頃
前
方
を
敵
兵
が
コ
オ
ガ
ハ
方
面
に
向
か
っ

て
退
去
し
て
い
る
の
を
発
見
、
銃
撃
を
し
な
が
ら
中
隊
本
部
の

宮
下
上
等
兵
、
中
島
上
等
兵
が
前
よ
り
井
畑
上
等
兵
が
崖
よ
り

後
に
続
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
全
員
で
突
撃
、
敵
兵
側
の
迫
撃

砲
の
破
片
で
重
傷
、
衛
生
兵
が
担
架
を
持
っ
て
く
る
。
ま
る
で

丸
太
で
叩
か
れ
た
よ
う
な
痛
さ
を
感
じ
た
。
自
分
は
野
戦
病
院

に
送
ら
れ
入
院
す
る
。

○
日
あ
の
戦
闘
で
宮
下
上
等
兵
、

森
島
一
等
兵
戦
死
と
聞
く
。

○
日
間
が
過
ぎ
加
志
摩
上
等
兵
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
野
戦
病

院
へ
本
隊
の
連
絡
車
が
来
た
時
、
衛
生
兵
に
頼
ん
で
出
し
て
も

ら
い
、
盛
田
小
隊
に
帰
り
、
小
隊
長
、
分
隊
長
に
報
告
。
盛
田

小
隊
長
は
戦
闘
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
ま
で
養
生
し
た
ほ
う
が

良
い
、
分
隊
長
は
足
で
ま
と
い
に
な
る
と
言
わ
れ
た
が
加
志
摩

上
等
兵
が
助
手
席
に
と
助
言
し
て
く
れ
る
、
ホ
ッ
と
す
る
。

そ
の
う
ち
作
戦
が
終
わ
り
運
城
に
帰
隊
す
る
。
清
水
部
隊
は

運
城
の
警
備
に
就
く
。
九
月
中
頃
秋
元
准
尉
殿
大
原
よ
り
帰
隊

さ
れ
る
。
自
分
他
○
○
名
内
地
帰
還
と
言
わ
れ
、
嬉
し
か
っ
た
。

十
月
初
め
中
隊
長
他
一
同
の
見
送
り
を
受
け
、
片
岡
分
隊
長

他
三
十
五
名
屯
営
を
出
発
、
運
城
駅
か
ら
貨
物
列
車
で
、
十
八

時
頃
塩
分
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
部
隊
名
が
書
い
て
あ
る
。
良

く
見
る
と
「
清
水
自
動
車
隊
一
部
帰
還
兵
に
つ
ぐ
、
帰
還
中
止

に
な
り
運
城
に
帰
隊
す
る
よ
う
に
」
と
書
い
て
あ
る
。
片
岡
分

隊
長
他
皆
び
っ
く
り
、
次
の
運
城
行
き
列
車
は
明
朝
七
時
と
聞

き
塩
分
城
の
兵
站
に
て
一
泊
、
翌
朝
貨
車
に
て
、
コ
ウ
バ
ン
チ

駅
も
過
ぎ
運
城
駅
十
九
時
頃
到
着
、
清
水
隊
長
の
出
迎
え
を
受

け
る
。

話
に
よ
る
と
、
少
年
兵
だ
け
で
は
、
雪
化
山
の
八
路
軍
の
作

戦
は
無
理
と
の
こ
と
。
○
日
間
ま
た
運
城
の
警
備
、
そ
し
て
雪

化
山
の
作
戦
が
始
ま
る
。
川
田
分
隊
は
、
歩
兵
を
乗
せ
出
発
、

○
○
日
間
雪
化
山
の
討
伐
に
参
加
、
○
○
日
運
城
に
戻
る
。

一
二
月
一
日
、
内
地
帰
還
の
た
め
、
本
隊
二
度
目
の
見
送
り

を
受
け
運
城
を
出
発
。
ブ
ン
キ
、
コ
ー
バ
チ
ン
、
塩
分
を
通
り

二
十
一
時
頃
大
谷
着
、
大
谷
出
発
か
ら
も
う
す
ぐ
シ
ユ
フ
ン
だ

と
い
う
時
、
線
路
に
地
雷
が
伏
せ
て
あ
り
爆
発
、
貨
車
が
転
覆
、



右
側
に
傾
き
ド
ア
ー
が
開
き
、
振
り
落
さ
れ
る
。
敵
兵
だ
と
思

い
貨
車
に
飛
び
乗
り
日
本
刀
を
持
ち
出
す
、
片
岡
分
隊
長
初
め

三
十
五
名
、

銃
も
な
く
短
剣
だ
け
で
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、

隠
れ
る
事
数
分
、
貨
車
に
火
が
回
り
昼
の
よ
う
に
明
る
く
動
く

こ
と
も
出
来
ず
。

八
路
軍
の
敵
兵
は
チ
ャ
ラ
メ
ラ
を
鳴
ら
し
て
進
撃
し
て
来

る
。
そ
の
内
、
砲
撃
の
音
が
警
備
隊
に
聞
こ
え
た
の
か
鉄
道
隊

の
装
甲
車
が
山
の
方
角
を
砲
撃
し
て
く
れ
た
の
で
八
路
軍
は
チ

ャ
ラ
メ
ラ
を
吹
い
て
退
去
す
る
。
片
岡
分
隊
長
始
め
○
名
が
シ

ユ
フ
ン
駅
ま
で
走
る
。
駅
に
て
点
呼
、
二
名
い
な
い
、
森
一
等

兵
と
山
本
二
等
兵
で
あ
る
。
明
け
方
警
備
隊
と
共
に
捜
査
、
森

一
等
兵
が
戦
死
、
戦
死
者
を
貨
車
に
乗
せ
ユ
ー
ジ
駅
へ
ホ
ー
ム

に
山
本
二
等
兵
が
笑
っ
て
立
っ
て
い
る
、
一
同
驚
く
。
山
本
二

等
兵
曰
く
。「
シ
ユ
フ
ン
駅
東
側
の
鉄
橋
を
渡
り
、
一
気
に
走

っ
て
来
た
」
と
の
こ
と
、
鉄
橋
の
両
側
に
は
友
軍
の
ト
ー
チ
カ

が
あ
り
警
備
し
て
い
る
は
ず
、
居
眠
り
で
も
し
て
い
た
の
か
？

そ
の
日
、
森
一
等
兵
の
死
体
を
火
葬
に
し
て
ユ
ー
ジ
兵
站
に

て
自
分
が
お
経
を
上
げ
、
兵
站
に
て
一
泊
、
清
水
隊
に
連
絡
。

○
日
ユ
ー
ジ
を
出
発
、
石
門
、
保
定
を
通
過
し
て
天
津
到
着
、

片
岡
分
隊
長
他
一
名
下
車
、
兵
器
廠
に
兵
器
受
領
の
た
め
出
発

さ
れ
る
。

自
分
達
は
タ
ー
ク
港
に
行
く
、
兵
站
に
入
る
。
片
岡
分
隊
長

を
待
つ
○
日
、
掃
隊
さ
れ
、
背
襄
、
水
筒
、
飯
盒
、
図
■
、
帯

剣
を
受
け
る
。
他
の
部
隊
の
戦
友
達
か
ら
品
物
を
貰
い
、
皆
で

分
け
背
襄
に
い
れ
る
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、
大
沽
港
よ
り
出
帆
、
東
支
那

海
を
航
海
、
朝
鮮
半
島
を
左
側
に
見
な
が
ら
航
海
、
水
の
色
は

青
く
透
き
と
お
っ
て
い
る
。

玄
海
灘
も
波
も
無
く
無
事
に
通
過
、

島
、
島
で
は
、
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
迎
え
て
下
さ
る
、
嬉
し

か
っ
た
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
九
日
、
字
治
港
着
、
因
島
で
の
検
疫

も
終
わ
り
テ
ン
マ
船
に
て
上
陸
、
広
島
市
内
国
防
婦
人
会
の
出

迎
え
と
お
茶
の
接
待
を
う
け
る
。
二
度
と
生
き
て
帰
っ
て
来
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
上
陸
し
た
時
、
感
極
ま
り
大
粒
の

涙
が
と
め
ど
も
な
く
流
れ
た
。
戦
友
の
遺
骨
を
抱
い
て
上
陸
し

た
の
で
、
こ
の
嬉
し
涙
を
戦
友
に
も
分
け
て
や
り
た
か
っ
た
。

自
分
は
、
片
岡
分
隊
長
に
連
絡
し
、
勤
め
て
い
た
会
社
の
広

島
支
店
に
行
か
せ
て
貰
う
。
広
島
支
店
に
て
、
大
阪
の
家
族
に
、



「
広
島
発
二
十
時
、
大
阪
駅
八
時
頃
通
過
」
と
電
報
を
依
頼
す

る
。
広
島
駅
の
分
隊
に
戻
り
、
片
岡
分
隊
長
に
報
告
。
広
島
駅

を
後
に
、
嬉
し
く
っ
て
、
嬉
し
く
っ
て
、
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。

通
過
す
る
駅
ご
と
に
バ
ン
ザ
イ
で
迎
え
て
貰
い
、
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
。
岡
山
駅
を
過
ぎ
た
頃
よ
り
、
う
つ
ら
う
つ
ら
と
し
て

い
る
内
に
は
や
、
神
戸
駅
、
こ
こ
で
も
、
歓
迎
を
受
け
る
。
尼

崎
を
出
る
こ
ろ
、
大
阪
方
面
の
戦
友
達
は
汽
車
の
デ
ッ
キ
に
出

て
い
る
。
淀
川
の
鉄
橋
を
渡
り
、
大
阪
駅
八
番
ホ
ー
ム
に
滑
り

込
む
よ
う
に
入
り
停
車
す
。
こ
こ
で
も
、
歓
迎
の
嵐
を
う
け
る
。

構
内
を
良
く
見
る
と
義
姉
、
妻
と
子
供
達
の
懐
か
し
い
顔
が

そ
こ
に
あ
る
、
元
気
そ
う
で
嬉
し
か
っ
た
。
数
分
停
車
の
た
め
、

言
葉
を
交
わ
す
間
も
な
く
妻
達
も
乗
車
す
。
京
都
駅
で
全
員
下

車
、
憲
兵
が
お
り
部
隊
は
駅
の
裏
へ
隔
離
さ
れ
る
。
家
族
と
も

話
し
も
出
来
ず
、
妻
と
子
供
達
は
大
阪
へ
帰
る
こ
と
に
な
る
。

自
分
達
は
午
前
十
一
時
発
の
軍
用
列
車
に
て
出
発
、
米
原
、
敦

賀
、
福
井
通
過
ご
と
歓
迎
を
う
け
る
。
金
沢
十
七
時
三
十
分
ご

ろ
、
み
ぞ
れ
降
る
な
か
到
着
。

金
沢
市
民
、
留
守
部
隊
ラ
ッ
パ
隊
の
歓
迎
を
受
け
言
葉
で
は

い
い
表
せ
無
い
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
。
金
沢
駅
広
場
、
小
雪
降
る

中
、
留
守
部
隊
が
整
列
し
、「
戦
死
者
一
名
、
片
岡
分
隊
長
他

三
十
四
名
」
と
片
岡
分
隊
長
が
報
告
さ
れ
る
。
留
守
部
隊
長
か

ら
も
出
迎
え
の
挨
拶
が
あ
る
。
片
岡
分
隊
長
が
出
迎
え
の
方
々

に
も
「
本
日
、
小
雪
降
る
中
、
お
出
迎
え
下
さ
り
」
と
敬
意
を

表
さ
れ
る
。
分
隊
長
よ
り
留
守
部
隊
長
に
戦
没
者
の
慰
霊
を
兼

ね
護
国
神
社
に
参
拝
し
て
帰
還
す
と
述
べ
ら
れ
る
。
バ
ン
ザ
イ

の
嵐
の
中
、
ラ
ッ
パ
隊
の
先
導
に
て
雨
と
小
雪
で
び
し
ょ
濡
れ

に
な
り
な
が
ら
行
軍
、
護
国
神
社
に
参
拝
、
戦
死
者
の
冥
福
を

祈
り
帰
隊
す
。
バ
ン
ザ
イ
三
唱
の
中
行
軍
、
分
隊
長
の
号
令
で

歩
調
取
れ
の
足
音
も
軽
く
衛
門
内
へ
。

同
日
、
東
部
五
十
五
部
隊
に
転
属
、
中
山
自
動
車
隊
に
編
入
、

十
二
月
二
十
四
日
ま
で
勤
務
・
召
集
解
除
に
な
る
。

河
南
作
戦
奮
戦
す
る
も
無
念
敗
戦
と

な
る
　 

鳥
取
県
　
小
林
武
夫
　 

私
は
二
十
一
歳
、
臨
時
召
集
。
一
片
の
赤
紙
に
て
昭
和
十
七




